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1. 想定地震 

 

愛知県にとって将来、大きな影響があり、被害をもたらす可能性のある、南海トラフ沿いの地震

（海溝型）を対象に、最新の研究成果等にもとづいて本調査における想定地震を設定した。 

1.1 愛知県の地震環境 

愛知県では、過去に数多くの被害地震が発生している。表 1-1に愛知県に被害を及ぼした主な
地震を示す。 
図 1-1には南海トラフ沿いで発生が知られているプレート境界地震の発生地域を示す。1707

年宝永地震、1854年安政東海地震・南海地震、1944年昭和東南海地震、1946年昭和南海地震が
あげられる。南海トラフでは、100年から 200年程度の周期でマグニチュードが８クラスの巨大
地震が発生しており、そのたびごとに愛知県では甚大な被害をこうむっている。 

1891年濃尾地震及び 1945年三河地震では、飯田(1978,1979)により、家屋被害や死者数等が
当時の市町村単位で詳細に調べられ、それをもとに市町村ごとの震度分布が求められている。断

層近傍では、震度７が推定され、甚大な被害が発生している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 愛知県内に震央のある地震、県外に震央があって県内に大きな被害をもたらした地震を中心に抽出
している

**震央位置にアンダーラインを引いてあるものは県外に震央がある地震、位置の▲は内陸型、▽は海
溝型の地震

表 1-1 愛知県の主な被害地震一覧＊ 愛知県(1997) 

西暦 和暦

715 和銅8 137.4/34.8  三河　　　　　　  　 　　▲ 6.5～7 正倉47破壊、民家陥没。
1124 保安5 136.8/35.0　木曽川下流　   　　 　▲ 5～6 甚目寺が破壊。
1498 明応7 明応地震 138  /34     遠州灘 　　　　　　　 ▲ 8.2～6.4 尾張で地割れ、津波。

1586 天正13 天正地震
136.9/36.0  伊勢湾？　　　　       ▲
　　　　　　　（飛騨白山？）

7.8±0.1
（7）

木曽川河口の島が沈没、長嶋城な
ど倒壊、死者6,000人、民家倒壊
8,000戸、津波があり被害大。

1666 寛文6 ？ ？ 知多半島に津波、流死者あり。
1669 寛文9 ？ ？ 名古屋城三の丸の石垣が崩れる。
1681 天和1 136.8/35.1  木曽川下流　           ▲ 5～6 地盤沈下し新田沈没、三川決壊。
1685 貞亨2 　　　？　　　三河 6.25 山崩、家屋破壊し、人畜多数死亡。
1686 貞亨3 137.4/34.7　三河　　　                ▲ 6.25 屋敷、町屋等破壊、死者あり。

1707 宝永4 宝永地震
135.9/33.2　熊野灘                   ▽
　　　　　　　　 遠州灘？

8.4
(5)

名古屋城破損多く、枇杷島・津島も
大。堤防決壊。渥美湾・三河湾に津
波被害大。双子地震説あり。

1802 享和2 尾張地震 136.8/35.1 6
名古屋城本町門の石垣崩壊。
海東郡で地割れ噴砂あり。

1854 安政1 安政東海地震 137.8/34.0　遠州灘　　　　　　 　   ▽
8.4
(5)

沿岸部の被害大、津波の被害も
大。矢作川決壊。

1861 文久1 西尾地震 137.1/34.8 6 額田郡4か村で大破家あり。

1891 明治24 濃尾地震 136.6/35.6　美濃　　　                ▲
8.0
(7)

濃尾平野の被害甚大で液状化が
顕著。死者2,638人、住家全壊
39,093戸など。

1894 明治27 137.0/35.0  県北部　　　             ▲ 7.4 濃尾地震の余震。小被害あり。
1898 明治31 136.7/35.3　県北部　　               ▲ 7.4 濃尾地震の余震。被害軽微。

1944 昭和19 東南海地震 136.6/33.8　熊野灘　　　　　　　    ▽
7.9
(6)

名古屋重工業地区に被害大。
死者438人、住家全壊6,411戸など。

1945 昭和20 三河地震 137.1/34.7　渥美湾                    ▲
6.8
(7)

幡豆郡の被害大きい。死者2,306
人。住家全壊7,221戸など。深溝断
層が活動。

1971 昭和46 137.2/34.3　遠州灘                    ▽
6.1
(4)

被害軽微。ガラス破損程度。

1975 昭和50 136.8/35.3　愛知・岐阜県境        ▲
5.5
(4)

負傷者12人。

1997 平成9 137.5/34.9　 5.8 負傷者3人。

震央位置

(東経/北緯) (地名) (位置)
＊＊

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ
（震度）

愛知県内の被害
発生年

地震名
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1.2 今回設定した強震断層・津波断層モデル 

 愛知県地震被害想定における強震断層モデルは、南海トラフで発生する大規模な海溝型地震と

して、次の 2つの地震を想定した。 

① ５地震参考モデルの地震 

② 最大想定モデルの地震 

 

① ５地震参考モデルの地震 

中央防災会議(2003)では、1707 年宝永地震、1854 年安政東海地震、1854 年安政南海地震、1944

年昭和東南海地震、1946 年昭和南海地震の５例の地震について、これらの地震の震度及び津波の

高さ分布の類似性を整理し、これを踏まえ、比較検討の基とする震度及び津波の高さの分布を作

成している。 

本調査においても、これらの南海トラフにおいて 100 年～200 年程度の間隔で繰返し発生して

いる地震を考慮し、これらの地震の最大となる地震を想定した。 

震源モデルは、本県が内閣府と相談しながら検討し、独自のモデルを設定した。 

 

② 最大想定モデルの地震 

内閣府(2012)は、平成 23 年 3 月に発生した東北地方太平洋沖地震を受けて、千年に一度あるい

はそれよりももっと発生頻度が低いが、仮に発生すれば甚大な被害をもたらす地震として、あら

ゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波を想定した。本県においても、同様な考えのもと

過酷事象への備えを整えておく意味で、南海トラフ沿いに発生する最大クラスの地震を想定した。 

強震断層モデルは、内閣府が「南海トラフの巨大地震モデル検討会」において設定されたケー

スのうち、本県に影響の大きい陸側ケースと東側ケースを用いた。また、津波断層モデルは、「南

海トラフの巨大地震モデル検討会」で示された 11 ケースのうち、愛知県内の市町村のいずれかで

最大津波高となるケース①、⑥、⑦、⑧、⑨を対象とした。 
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 地盤構造のモデル化は、図 2-2 の流れにしたがって行った。 

 

① ボーリングデータ、土質試験結果、ＰＳ検層等を収集 

② 250m メッシュの微地形を設定 

③ ボーリングデータ及び 250m メッシュの微地形をもとに、250m メッシュの代表ボーリングを

設定 

④ ③に土質ごとの N値と S波速度の関係から、250m メッシュごとに速度構造モデル（浅部地盤

構造モデル）を設定 

⑤ 最新の既往の深部地盤構造モデルを整理 

⑥ 既往の微動計測資料及び地震観測記録の整理を行い、これらが不足している地域を中心に微

動アレイ探査、単点微動計測を実施 

⑦ ④の浅部地盤構造モデルと⑤の深部地盤構造モデルを統合し、地震基盤から地表までの統合

モデルを設定 

⑧ ⑦の統合モデルによるスペクトルと⑥常時微動及び地震観測記録によるスペクトルを比較し、

統合モデルの修正を行い、高精度の地盤構造モデルを構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-2 地盤（層構造）モデルの作成 

1

新旧地形図
造成地の切盛
の抽出

地形分類図 ﾒｯｼｭの代表
微地形設定

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ柱状図

ＰＳ検層結果

室内土質試験結果

深部地盤構造ﾓﾃﾞﾙ

微動ｱﾚｲ探査

単点微動計測

既往の微動計測結果

地震観測記録

分散曲線

H/Vｽﾍﾟｸﾄﾙ

地下水位ﾃﾞｰﾀ

代表ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの選定
• PS検層の有無
• 30m以上のﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの有無
• ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀのないﾒｯｼｭへ
のﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの設定

N値とVsの関係

動的変形特性曲線

盛土造成地の
盛土厚の挿入

浅部Ｓ波速度構
造ﾓﾃﾞﾙの設定

• 代表ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞにＳ
波速度等を設定す
る

液状化判定用ﾓﾃﾞﾙ

粒度、液状化強度

浅部・深部統合地盤構造ﾓﾃﾞﾙ

高精度化地盤構造ﾓﾃﾞﾙ

ﾓﾃﾞﾙの修正
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2.2  収集したボーリングデータ 

前回の平成 14 年度愛知県東海地震・東南海地震等被害予測調査以後、新たに収集したボーリン

グ柱状図は、愛知県の各機関ならびに県内各市町村ほかのご協力により、59,454 本となった。前

回収集したボーリングと今回収集したボーリングを比較し、データの欠損や同一地点のボーリン

グを除くと、57,062 本となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-3 前回調査分と今回調査分を併せたボーリング分布図 
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性の養老山地

県の地形区分

主な平野は、県

川、長良川

地によって限

及び洪積台地

豊川下流部

らかな山地

に位置してい

，三角州性

平野といえる。

位置する三河

地の北西部に西

接してその北

北部の犬山市

市北方、岡崎市

統が顔を出し

、海抜 100m

天白川や、

位段丘が発達

、山地、丘

地によってさ

分図 近藤他(

県西部の濃尾

、揖斐川の木

られている。

地からなって

の沖積平野か

（標高 500～

いる。図 2-5

の低平地が，

。伊勢湾では

河高原（三河

西側に突出し

北側に瀬戸内

市付近の美濃

市南部、知多

ている。濃尾

前後のスカイ

さらにはそれ

し、その西側

陵、台地、沖

えぎられてい

1991) 

尾平野、県東

木曽三川及び

。岡崎平野は

ている。豊橋平

からなってい

～1000m）か

5に、濃尾平

，上流から下

は江戸時代初

河山地）の岩

している部分

内中新統の設

山地は中古生

多半島南端及

尾平野の東縁

イラインをつ

れらの支流に

側には広大な

沖積平野と順

いる地形を濃

東部の岡

び庄内川

は、三河

平野は、

いる。三

らなって

平野の微

下流に向

初期から

岩質は、

分が猿投

設楽火山

生層で、

及びその

縁には、

つくって

によって

な濃尾平

順に低く

濃尾傾動



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-

図 2-

-1 愛知県の

-5 濃尾平野

2-8 

の地形別地質

野の微地形と

質構成 近藤

と構成 桑原

他(1991) 

(1975) 
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3． 地震動予測 

 

3.1 地震動予測手法 

南海トラフ沿いの地震のうち、５地震参考モデルは、宝永、安政、昭和の震度記録を再現でき

る強震動生成域（SMGA）配置とした強震断層モデルのひとつである。しかし、想定地震のSMGA配

置が、既往地震のSMGA配置と同じとは限らない。このため、５地震参考モデルの地震動予測にあ

たっては、そのバラつきを補うため詳細法（統計的グリーン関数法、線形応答計算）と簡便法（距

離減衰式、増幅度経験式）を併用し、250mメッシュごとに計測震度が大きい方を被害想定用震度

とした。 

最大想定モデルについては、そもそも過去に起きた例がなく、内閣府でも震源のバラつきを考

慮するためにSMGAの配置を変えて、基本ケースのほか、陸側ケース、東側ケース、西側ケースを

実施している。本想定では、これらの4ケースのうち本県により大きな影響をもたらすと考えられ

る陸側ケースと東側ケースを選んだ。このため、詳細法（統計的グリーン関数法、線形応答計算）

のみで、250mメッシュごとの計測震度を算定した。 

地震動予測の考え方を図3-1に示す。 

 

 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-1 地震動予測の考え方

震源

地震基盤

工学的基盤

地表地表波形を線形応答
計算により工学的基
盤へ波形の引き戻し
⇒工学的基盤の波形

地表震度

地表波形

AVS30 から
震度増分

地表震度

統計的グリーン関数法

地表最大震度 最大想定モデルの地震

５地震参考モデルの地震

大きい方

内閣府方式

距離減衰式

線形応答

計算
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震動予測結果

５地震参考

の低地部およ

強から一部で

ている。 

での最大加速

3-2 ５地震

距離減衰式に

大きい方を示

図 3-3 

果 

考モデルの地

よび丘陵地部

で震度７がみ

速度、最大速

 

震参考モデル

による震度分

示した震度分

平成 14 年

（想定

震の予測結果

部の大半が震

みられる。県

速度、SI 値の

の地震による

分布と統計的

分布） 

年度愛知県地

定東海地震・
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果（図 3-2,

震度 6 弱以上

県北部の山地

のいずれも、

る地表震度分

的グリーン関

地震被害想定

・想定東南海

 表 3-1）

上であり、三

地を主体とす

計測震度と

分布 

関数法による

定調査結果に

海地震連動）

三河湾沿岸や名

る地域は、お

同様な分布

る震度分布と

による震度分

） 

名古屋港周辺

おおむね震度

布傾向である。

と比較し

分布 

辺では、

度 5 強を

。 
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表 3-1  市区町村ごとの震度別面積（km２：５地震参考モデルの地震） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考表 気象庁震度階級表（抜粋） 

震度階級 計 測 震 度 震度階級 計 測 震 度 震度階級 計 測 震 度 

５弱 4.5 以上 5.0 未満 ６弱 5.5 以上 6.0 未満 ７ 6.5 以上 

５強 5.0 以上 5.5 未満 ６強 6.0 以上 6.5 未満   

 

3以下 4 5弱 5強 6弱 6強 7

名古屋市 0 0 0 52 261 14 0 5.1 ５強 6.3 ６強
千種区 0 0 0 3 15 0 0 5.4 ５強 5.8 ６弱
東区 0 0 0 3 5 0 0 5.4 ５強 5.8 ６弱
北区 0 0 0 6 11 0 0 5.3 ５強 5.8 ６弱
西区 0 0 0 2 16 0 0 5.4 ５強 5.8 ６弱
中村区 0 0 0 0 16 0 0 5.5 ６弱 5.8 ６弱
中区 0 0 0 1 8 0 0 5.4 ５強 5.7 ６弱
昭和区 0 0 0 0 11 0 0 5.5 ５強 5.9 ６弱
瑞穂区 0 0 0 0 11 0 0 5.6 ６弱 6.1 ６強
熱田区 0 0 0 0 8 0 0 5.5 ６弱 5.9 ６弱
中川区 0 0 0 0 32 0 0 5.6 ６弱 5.9 ６弱
港区 0 0 0 0 42 4 0 5.5 ６弱 6.2 ６強
南区 0 0 0 0 13 5 0 5.6 ６弱 6.2 ６強
守山区 0 0 0 28 6 0 0 5.1 ５強 5.7 ６弱
緑区 0 0 0 0 33 5 0 5.5 ６弱 6.3 ６強
名東区 0 0 0 5 14 0 0 5.4 ５強 6.1 ６強
天白区 0 0 0 1 20 0 0 5.4 ５強 6.1 ６強

0 0 0 15 155 91 0 5.5 ５強 6.5 ６強
0 0 0 171 195 21 0 5.4 ５強 6.5 ７
0 0 0 105 9 0 0 5.1 ５強 5.7 ６弱
0 0 0 102 10 0 0 5.1 ５強 5.9 ６弱
0 0 0 0 37 10 0 5.6 ６弱 6.4 ６強
0 0 0 91 2 0 0 5.0 ５強 5.7 ６弱
0 0 0 42 100 19 0 5.4 ５強 6.4 ６強
0 0 0 0 25 0 0 5.6 ６弱 5.9 ６弱
0 0 0 0 7 28 0 5.8 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 47 4 0 5.6 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 701 217 0 0 5.1 ５強 6.0 ６強
0 0 0 0 79 7 0 5.7 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 0 55 102 4 5.5 ６弱 6.7 ７
0 0 0 4 43 9 1 5.5 ５強 6.6 ７
0 0 9 66 0 0 0 4.9 ５弱 5.3 ５強
0 0 0 0 53 2 0 5.6 ６弱 6.1 ６強
0 0 0 30 0 0 0 5.1 ５強 5.4 ５強
0 0 0 63 0 0 0 5.0 ５強 5.6 ６弱
0 0 0 8 71 0 0 5.3 ５強 5.9 ６弱
0 0 0 274 225 0 0 5.4 ５強 5.9 ６弱
0 0 0 0 33 11 0 5.6 ６弱 6.4 ６強
0 0 0 0 30 4 0 5.7 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 0 43 3 0 5.6 ６弱 6.2 ６強
0 0 0 0 16 0 0 5.7 ６弱 5.9 ６弱
0 0 0 15 6 0 0 5.3 ５強 5.9 ６弱
0 0 0 0 11 2 0 5.8 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 9 2 0 0 5.2 ５強 5.6 ６弱
0 0 0 0 23 0 0 5.6 ６弱 6.0 ６弱
0 0 0 0 35 0 0 5.5 ５強 5.9 ６弱
0 0 0 13 40 125 11 5.4 ５強 6.8 ７
0 0 0 0 66 0 0 5.5 ５強 5.9 ６弱
0 0 0 1 17 0 0 5.4 ５強 5.8 ６弱
0 0 0 10 8 0 0 5.3 ５強 5.7 ６弱
0 0 0 0 44 4 0 5.6 ６弱 6.2 ６強
0 0 0 0 32 0 0 5.5 ５強 5.9 ６弱
0 0 0 0 28 0 0 5.5 ６弱 5.9 ６弱
0 0 0 5 16 0 0 5.4 ５強 6.1 ６強
0 0 0 0 18 0 0 5.6 ６弱 6.0 ６強
0 0 0 6 0 0 0 5.3 ５強 5.5 ６弱
0 0 0 14 0 0 0 5.1 ５強 5.4 ５強
0 0 0 11 0 0 0 5.1 ５強 5.3 ５強
0 0 0 0 7 0 0 5.5 ６弱 5.8 ６弱
0 0 0 0 11 0 0 5.6 ６弱 6.0 ６強
0 0 0 0 15 8 0 5.7 ６弱 6.2 ６強
0 0 0 0 23 1 0 5.6 ６弱 6.1 ６強
0 0 0 0 22 9 0 5.7 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 0 5 33 0 5.6 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 12 34 0 5.7 ６弱 6.5 ７
0 0 0 0 18 8 0 5.6 ６弱 6.4 ６強
0 0 0 1 53 3 0 5.5 ５強 6.3 ６強
0 0 0 206 68 0 0 5.3 ５強 5.8 ６弱
0 0 0 43 81 0 0 5.3 ５強 5.8 ６弱
0 0 0 150 6 0 0 5.3 ５強 5.6 ６弱

0 0 9 2189 2369 579 17 4.9 ５弱 6.8 ７

豊根村

計

南知多町
美浜町
武豊町
幸田町
設楽町
東栄町

扶桑町
大治町
蟹江町
飛島村
阿久比町
東浦町

みよし市
あま市
長久手市
東郷町
豊山町
大口町

日進市
田原市
愛西市
清須市
北名古屋市
弥富市

知多市
知立市
尾張旭市
高浜市
岩倉市
豊明市

江南市
小牧市
稲沢市
新城市
東海市
大府市

豊田市
安城市
西尾市
蒲郡市
犬山市
常滑市

半田市
春日井市
豊川市
津島市
碧南市
刈谷市

市区町村名

名
古
屋
市

豊橋市
岡崎市
一宮市
瀬戸市

震度階
最小震度

最小震度
(震度階)

最大震度
最大震度
(震度階)
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3.2.2 最大想定モデルの地震（陸側ケース）の予測結果 

県内の低地部および丘陵地部の大半が震度 6 強以上であり、三河湾沿岸や名古屋港周辺では、

震度 7 がみられる。県北部の山地を主体とする地域は、おおむね震度 5 強から 6 弱で、一部に震

度 5弱を予測している。 

地表での最大加速度、最大速度、SI 値のいずれも、計測震度とおおむね同様な分布傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.3 最大想定モデルの地震（東側ケース）の予測結果 

県内の低地部および丘陵地部の大半が震度 6 弱以上であり、沿岸部は平野部を中心に震度 6 強

以上となっている。なかでも豊橋市周辺は震度 7 が広く分布すると予測している。県北部の山地

を主体とする地域は、おおむね震度 5強から 5弱を予測している。 

地表での最大加速度、最大速度、SI 値のいずれも、計測震度とおおむね同様な分布傾向である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 最大想定モデルの地震（陸側ケース）による地表震度分布 

（統計的グリーン関数法、線形応答計算による） 

図 3-5 最大想定モデルの地震（東側ケース）による地表震度分布 

（統計的グリーン関数法、線形応答計算による） 
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表 3-2  市区町村ごとの震度別面積（km２：最大想定モデルの地震(陸側ケース)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考表 気象庁震度階級表（抜粋） 

震度階級 計 測 震 度 震度階級 計 測 震 度 震度階級 計 測 震 度 

５弱 4.5 以上 5.0 未満 ６弱 5.5 以上 6.0 未満 ７ 6.5 以上 

５強 5.0 以上 5.5 未満 ６強 6.0 以上 6.5 未満   

 

3以下 4 5弱 5強 6弱 6強 7

名古屋市 0 0 0 3 182 135 6 5.0 ５強 6.8 ７
千種区 0 0 0 0 18 0 0 5.5 ６弱 6.1 ６強
東区 0 0 0 0 8 0 0 5.5 ６弱 6.2 ６強
北区 0 0 0 0 14 3 0 5.6 ６弱 6.3 ６強
西区 0 0 0 0 12 6 0 5.6 ６弱 6.2 ６強
中村区 0 0 0 0 3 13 0 5.8 ６弱 6.6 ７
中区 0 0 0 0 8 1 0 5.7 ６弱 6.2 ６強
昭和区 0 0 0 0 11 0 0 5.6 ６弱 6.0 ６強
瑞穂区 0 0 0 0 8 3 0 5.6 ６弱 6.4 ６強
熱田区 0 0 0 0 5 3 0 5.8 ６弱 6.3 ６強
中川区 0 0 0 0 5 27 0 5.8 ６弱 6.5 ７
港区 0 0 0 0 1 40 5 5.9 ６弱 6.8 ７
南区 0 0 0 0 2 16 0 5.8 ６弱 6.5 ７
守山区 0 0 0 2 31 0 0 5.0 ５強 6.1 ６強
緑区 0 0 0 0 19 18 0 5.7 ６弱 6.5 ７
名東区 0 0 0 0 19 1 0 5.5 ６弱 6.2 ６強
天白区 0 0 0 0 20 2 0 5.6 ６弱 6.3 ６強

0 0 0 0 46 159 56 5.5 ６弱 6.9 ７
0 0 0 183 148 39 17 5.0 ５強 6.9 ７
0 0 0 15 94 5 0 5.2 ５強 6.4 ６強
0 0 2 66 43 1 0 4.9 ５弱 6.2 ６強
0 0 0 0 0 26 21 6.1 ６強 6.9 ７
0 0 3 45 44 0 0 4.9 ５弱 5.8 ６弱
0 0 0 28 51 71 11 5.2 ５強 6.8 ７
0 0 0 0 4 21 0 5.7 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 0 16 20 6.2 ６強 7.1 ７
0 0 0 0 1 49 1 6.0 ６弱 6.7 ７
0 0 145 529 193 52 0 4.8 ５弱 6.5 ６強
0 0 0 0 0 81 5 6.0 ６弱 6.7 ７
0 0 0 0 13 67 80 5.8 ６弱 7.2 ７
0 0 0 0 27 26 4 5.6 ６弱 6.8 ７
0 0 11 64 0 0 0 4.7 ５弱 5.6 ６弱
0 0 0 0 0 50 6 6.0 ６弱 6.8 ７
0 0 0 22 8 0 0 5.0 ５弱 5.7 ６弱
0 0 2 44 17 0 0 4.9 ５弱 6.0 ６弱
0 0 0 0 23 56 1 5.6 ６弱 6.6 ７
0 0 0 3 374 122 1 5.4 ５強 6.7 ７
0 0 0 0 1 36 6 5.9 ６弱 6.8 ７
0 0 0 0 2 32 0 5.9 ６弱 6.5 ７
0 0 0 0 0 42 4 6.0 ６強 6.7 ７
0 0 0 0 0 16 0 6.0 ６強 6.5 ７
0 0 0 0 20 1 0 5.4 ５強 6.2 ６強
0 0 0 0 0 12 1 6.2 ６強 6.7 ７
0 0 0 0 10 0 0 5.4 ５強 6.1 ６強
0 0 0 0 6 17 0 5.8 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 0 30 5 0 5.5 ６弱 6.1 ６強
0 0 0 0 28 85 75 5.6 ６弱 7.1 ７
0 0 0 0 20 46 0 5.7 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 4 13 0 5.8 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 17 1 0 5.6 ６弱 6.2 ６強
0 0 0 0 1 43 4 5.9 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 16 16 0 5.7 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 0 3 25 0 5.9 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 20 1 0 5.4 ５強 6.2 ６強
0 0 0 0 5 13 0 5.8 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 0 6 0 0 5.5 ５強 5.8 ６弱
0 0 0 12 1 0 0 5.2 ５強 5.6 ６弱
0 0 0 10 1 0 0 5.1 ５強 5.7 ６弱
0 0 0 0 0 6 0 6.0 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 0 11 0 6.0 ６弱 6.5 ６強
0 0 0 0 0 21 1 6.2 ６強 6.6 ７
0 0 0 0 0 21 3 6.2 ６強 6.8 ７
0 0 0 0 0 27 4 6.0 ６強 6.7 ７
0 0 0 0 0 4 34 6.1 ６強 7.1 ７
0 0 0 0 0 8 38 6.2 ６強 7.0 ７
0 0 0 0 0 6 19 6.3 ６強 7.0 ７
0 0 0 0 33 23 1 5.6 ６弱 6.7 ７
0 0 0 109 145 19 0 5.0 ５強 6.3 ６強
0 0 0 63 55 5 0 5.1 ５強 6.3 ６強
0 0 0 155 0 0 0 5.0 ５弱 5.5 ６弱

0 0 166 1346 1670 1540 441 4.7 ５弱 7.2 ７

設楽町
東栄町

豊根村

計

岩倉市
豊明市
日進市
田原市

東海市
大府市
知多市
知立市
尾張旭市

常滑市
江南市
小牧市
稲沢市
新城市

豊田市

東浦町
南知多町
美浜町
武豊町
幸田町

扶桑町
大治町
蟹江町
飛島村
阿久比町

あま市
長久手市
東郷町
豊山町
大口町

愛西市
清須市

北名古屋市
弥富市
みよし市

高浜市

安城市
西尾市
蒲郡市
犬山市

春日井市
豊川市
津島市
碧南市
刈谷市

豊橋市
岡崎市
一宮市
瀬戸市
半田市

市区町村名

名
古
屋
市

震度階
最小震度 最大震度

最小震度
(震度階)

最大震度
(震度階)
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表 3-3  市区町村ごとの震度別面積（km２：最大想定モデルの地震(東側ケース)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考表 気象庁震度階級表（抜粋） 

震度階級 計 測 震 度 震度階級 計 測 震 度 震度階級 計 測 震 度 

４ 3.5 以上 4.5 未満 ５強 5.0 以上 5.5 未満 ６強 6.0 以上 6.5 未満 

５弱 4.5 以上 5.0 未満 ６弱 5.5 以上 6.0 未満 ７ 6.5 以上 

 

3以下 4 5弱 5強 6弱 6強 7

名古屋市 0 0 0 45 173 108 0 4.9 ５弱 6.4 ６強
千種区 0 0 0 0 18 0 0 5.5 ５強 6.0 ６弱
東区 0 0 0 0 8 0 0 5.4 ５強 6.0 ６強
北区 0 0 0 6 11 0 0 5.3 ５強 6.1 ６強
西区 0 0 0 0 16 2 0 5.4 ５強 6.1 ６強
中村区 0 0 0 0 12 5 0 5.7 ６弱 6.3 ６強
中区 0 0 0 0 9 1 0 5.7 ６弱 6.1 ６強
昭和区 0 0 0 0 8 3 0 5.7 ６弱 6.1 ６強
瑞穂区 0 0 0 0 6 5 0 5.7 ６弱 6.2 ６強
熱田区 0 0 0 0 8 0 0 5.7 ６弱 6.1 ６強
中川区 0 0 0 0 16 16 0 5.8 ６弱 6.2 ６強
港区 0 0 0 0 10 35 0 5.8 ６弱 6.4 ６強
南区 0 0 0 0 10 9 0 5.8 ６弱 6.3 ６強
守山区 0 0 0 29 4 0 0 4.9 ５弱 5.8 ６弱
緑区 0 0 0 0 13 25 0 5.8 ６弱 6.3 ６強
名東区 0 0 0 6 14 0 0 5.2 ５強 6.0 ６弱
天白区 0 0 0 0 14 8 0 5.5 ６弱 6.2 ６強

0 0 0 0 50 33 178 5.5 ５強 7.3 ７
0 0 0 214 122 49 2 5.0 ５弱 6.7 ７
0 0 0 52 62 0 0 5.0 ５弱 6.0 ６強
0 0 15 78 18 0 0 4.8 ５弱 6.1 ６強
0 0 0 0 22 24 1 5.7 ６弱 6.6 ７
0 0 12 80 1 0 0 4.7 ５弱 5.6 ６弱
0 0 0 14 58 58 31 5.4 ５強 7.0 ７
0 0 0 0 20 5 0 5.5 ５強 6.3 ６強
0 0 0 0 3 25 8 5.9 ６弱 6.9 ７
0 0 0 0 4 47 0 5.7 ６弱 6.5 ７
0 3 347 400 131 37 0 4.4 ４ 6.5 ６強
0 0 0 0 27 59 0 5.7 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 35 113 13 5.5 ６弱 7.1 ７
0 0 0 0 23 30 4 5.6 ６弱 6.8 ７
0 0 39 35 1 0 0 4.5 ５弱 5.6 ６弱
0 0 0 0 48 8 0 5.6 ６弱 6.2 ６強
0 0 2 28 0 0 0 4.9 ５弱 5.5 ５強
0 0 12 50 1 0 0 4.6 ５弱 5.9 ６弱
0 0 0 1 66 13 0 5.4 ５強 6.3 ６強
0 0 0 343 151 5 0 4.9 ５弱 6.6 ７
0 0 0 0 8 35 0 5.8 ６弱 6.6 ７
0 0 0 0 6 27 0 5.8 ６弱 6.5 ７
0 0 0 0 34 12 0 5.6 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 0 2 14 0 5.8 ６弱 6.6 ７
0 0 0 13 8 0 0 5.2 ５強 6.1 ６強
0 0 0 0 1 12 0 5.9 ６弱 6.5 ６強
0 0 0 4 6 0 0 5.2 ５強 6.0 ６強
0 0 0 0 6 17 0 5.8 ６弱 6.4 ６強
0 0 0 11 24 0 0 5.2 ５強 6.0 ６弱
0 0 0 8 29 80 72 5.3 ５強 7.4 ７
0 0 0 0 64 2 0 5.5 ５強 6.3 ６強
0 0 0 0 11 7 0 5.7 ６弱 6.4 ６強
0 0 0 2 16 0 0 5.2 ５強 6.2 ６強
0 0 0 0 12 36 0 5.6 ６弱 6.4 ６強
0 0 0 0 22 10 0 5.5 ５強 6.4 ６強
0 0 0 0 6 22 0 5.7 ６弱 6.4 ６強
0 0 0 8 13 0 0 5.0 ５強 6.0 ６強
0 0 0 0 17 1 0 5.6 ６弱 6.2 ６強
0 0 0 6 0 0 0 5.1 ５強 5.5 ５強
0 0 5 9 0 0 0 4.8 ５弱 5.4 ５強
0 0 7 5 0 0 0 4.7 ５弱 5.2 ５強
0 0 0 0 4 2 0 5.9 ６弱 6.2 ６強
0 0 0 0 2 9 0 5.8 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 0 0 23 0 6.0 ６強 6.4 ６強
0 0 0 0 11 13 0 5.8 ６弱 6.3 ６強
0 0 0 0 5 26 0 5.8 ６弱 6.5 7
0 0 0 0 3 34 1 5.5 ５強 6.6 ７
0 0 0 0 4 43 0 5.8 ６弱 6.5 ７
0 0 0 0 12 14 0 5.7 ６弱 6.5 ６強
0 0 0 0 36 21 0 5.5 ６弱 6.5 ６強
0 0 81 165 28 0 0 4.6 ５弱 6.1 ６強
0 0 75 45 3 0 0 4.7 ５弱 5.7 ６弱
0 2 153 0 0 0 0 4.4 ４ 5.0 ５弱

0 6 756 1592 1396 1096 318 4.4 ４ 7.4 ７
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4． 液状化 

4.1 液状化判定手法 

液状化判定方法としては、道路橋示方書(2002): Cw=1.0，表 4-1）によって FL値を各深度にお
いて算出し、FL値に基づいて式（1）より PL値を算出した。 

     （1） 

x：地表面からの深さ（m） 
 
 せん断応力比 Lの設定方法としては、 
 

① 地震応答解析結果より得られたせん断応力分布を使用 
② 地表震度から童・山崎（1996）により加速度に変換しせん断応力分布を算定 

 
の 2 通りが考えられるが、中央防災会議「東南海、南海地震等に関する専門調査会」（2003）で
は、非線形計算（DYNES3D）で求められた各層のせん断応力が等価線形計算と同等には扱えな
いことから、地表震度の値から換算して Lを設定している。このため，せん断応力比 Lの設定は
②に基づいて設定し液状化判定を行うこととした。 
 算出した PL値と液状化危険度の関係は、表 4-2に基づいて判定した。 
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